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１．はじめに  

 筆者らは，木材利用拡大に向けて丸太を地盤補強材とし

て使用する工法を開発している 1）など．現在は，主に 2～8m
の丸太を用いているが，10m を超えて軟弱地盤が続いてい

る地域もあり，長尺丸太使用への適用拡大を考えている．道

路交通法で定められている積載可能な積載物の最大長さ

は，自動車の長さ（特殊車両を除き 12m まで）+10%である

ことから 2），本研究では，国内で実用的に使用可能な最大長

さとして 12m を想定し，この長さの丸太に対して押込み試

験を行った． 
 

２．試験概要 

 試験は秋田県大潟村で実施した．図-1 に地盤物性の深度

分布を示す．詳細は，文献 3)を参照されたい． 
使用した丸太は，長さが 12.0m，末口径が 0.11～0.16m で，

樹種はスギである．両端部は平坦にカットし，表面は樹皮を

剥いだだけの生材を用いた．なお，丸太の直径は，丸太断面

を真円と仮定し，計測した丸太の円周から求めた． 
丸太は，確実に鉛直に打設できるよう，外径 100mm の先

端閉塞の鋼管で先行回転圧入により孔を開けた後，グラッ

プルを用いて建込んだ．圧入は，写真-1(a)に示すリーダー付

きの丸太打設機械を用いて静的に圧入する方法と，写真-

1(b)に示すバイブロで振動を与えながら動的に打設する方

法の 2 種類を実施した． 
丸太の鉛直支持力は，押込み試験（JGS 1811-2002 に準拠）

により求めた 4）．図-2 に押込み試験の概要図を示す．丸太

打設後に，丸太頭部の孔壁を直径 200mm の塩ビ管で保護し

た状態で 2 か月間弱養生し，その後，押込み試験を実施し

た．丸太頭部と反力として積み重ねた敷鉄板の間には，円形

鉄板，サポーター，変位計用鉄板，油圧ジャッキ，荷重計の

順に設置した．油圧ジャッキで荷重を与え，基準梁に設置し

た変位計で変位量を計測した．載荷は，予備載荷を与えた後

に除荷した状態を初期値とし，載荷後 30 分間放置を 1 段階

として 8 段階を目途に載荷した． 

 
図-1 地盤物性の深度分布 

 

  
(a)静的圧入     (b)動的打設 

写真-1 施工状況 
 

 
図-2 押込み試験の概要図 
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３．試験結果 
 表-1および図-3～4 に押込み試験結果の一例を示す．

押込み試験による丸太の極限鉛直支持力 Ru は，第 2 限

界抵抗力とした．第 2 限界抵抗力は，変位量が末口径と

元口径の平均径の 10%となる荷重とした． 
 図-5に既往式 5)による推定値と実測値の比較を示す．

図中にはこれまでに行った丸太の押込み試験結果を併

記した．押込み試験から求めた極限鉛直支持力は，45 度

ラインの上側に全て分布しており，既往式による推定値

を上回った．長さ 12m の丸太においても，実測の鉛直支

持力は推定値よりも大きく，過去に行った丸太に対する

試験結果と整合していた．また，本試験では静的圧入と

動的打設の 2 種類の施工方法を実施したが，施工方法が

異なっても試験結果に大きな差異は認められなかった．

これは 2 ヶ月間弱の養生により，杭打設で乱れた地盤が回復したためと考えられる．このことから，ある程度

以上の時間が経過すれば，施工方法によらず鉛直支持力にはほとんど差異が生じないといえる． 
 
４．まとめ 
  長さ 12m の丸太の押込み試験を実施した結果，以下の知見が得られた． 
1） 押込み試験から求めた極限鉛直支持力は，全て既往式による推定値を上回った． 
2） 実測の鉛直支持力は推定値よりも大きく，過去に行った丸太の押込み試験結果と整合した． 
3） ある程度以上の時間が経過すれば，静的圧入も動的打設も試験結果に大きな差異は生じない． 
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表-1 押込み試験結果一覧 

 
 

   
図-3 押込み試験結果一例(荷重-変位曲線)   図-4 押込み試験結果一例(log 荷重-log 変位曲線) 

ケース名 施工方法 末口直径 元口直径 長さ テーパー 既往式からの 第1限界抵抗力 第2限界抵抗力

推定値

D T D B L (D B-D T)/L R u1D R y1S R u1S

m m m kN kN kN
L12D11s 静的圧入 0.110 0.212 12.0 0.009 85.5 163.0 194.9
L12D11d 動的打設 0.115 0.188 12.0 0.006 89.4 210.0 233.7
L12D16s 静的圧入 0.162 0.224 12.0 0.005 120.6 171.0 227.0
L12D16d 動的打設 0.156 0.230 12.0 0.006 119.9 176.0 223.4
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図-5 既往式による推定値と実測値の比較 
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Ru1S算定法：平均径10%沈下時の荷重
Ru1D算定法：末口径で計算

支持力係数：αs=200, β=3.33

〇：秋田県大潟村(粘土質地盤，L=12.0m，静的圧入)
△：秋田県大潟村(粘土質地盤，L=12.0m，動的打設)
□：既往データ(粘土質地盤，L=2.0～9.0m，静的圧入)
◆：既往データ(砂質地盤，L=3.0～8.0m，静的圧入)
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